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‘
 
市
の
水

道
事
業
が四
月
を
第
一
の
主
要
口
的
にか
か
げ
て事
業
 

」
」
 

一
日
よ
り
「
地
方公
営
 の
施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
 

」刊
 

企
業
法
」
の
一
部適
用
営
企
業
体
の
あ
り
か
た
か
ら
して
当
市
 

．オ
 

を
実
施
し公
営
企
業
体

の
水
道
事
業
も
今畿
は
よ
り
一
胴
企
業

と
し
て
新
島
窟一す
る
こ
 活
動
の
効
率
的
伸
張
か
図
る
た
め
、四

と
に
な
り
ま
した
の
で
市
民
のみ
な
さ
月
一
日
か
ら
「
地
方
公
営企
業
法
」
の
 

水道課 

市”の人 口 

(4月末現在） 

総人口 	50 '36 1 
男 	24 '430 
女 	25' 93 I 

世帯数 	9'986 

男

女
 

発行所 

五所川原市役所 
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印刷所 
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一
％
滞納
繰
越
分
一干
七
％
、
合
計
し

て
八
士
一
％
（収
入
魯
一

手
二
百
四

捨
万
円
工
事
代
金
合
む
）
と
年
A
収
納

率
は
向
上
し
て
は
お
り
ま
す
が
同
一
規

模
の
他
都市
と
比
較
しま
す
ェ
」
更
に
一

般
収
納
率
を
高
め
な
け
れ
ば
な
らな
い
 

市
授
所
内
）
に

お
い
で
に
な
つ
 

て
讃
で
き
な

と
ど
か
な
W
方
は
名
簿
も
れか
移
転
先

い
人
は
公
示
の
 （
市内
冨
）

が
不
明
で
と
ど
かな
い

日
で
あ
る
七
日
のか
ど
仁
らか
で
す
．
 

か
ら
三
十
日
ま
こ
ん
な
場
合
は
た
だ
ち
に
選
管
事
務
局
 

で
の
間
に
直
接
 
（市
鱗
内
）
に

照
会
し
、も
し
名
簿

市
選
挙
管
理
委
も
れ
が
あ
つ
たと
き
は
六月
十
二
日
か

員
会
事
務
局
（
早

八
日
ま
で
の
補
充選
挙
人
名
ぼ
登
 相

談
し
て
く
だ
さ
い
）
繊
『・
箔崩

馴

水
道
事
業
の
公
益
性
を
再
認
識
の
上
料

金
だ
け
は
期
限
内
に
必
ず納
め
て
く
だ

さ
い
。
 

水
道
課
で
は
現
在
集
金
員
（
現
金
取
扱

員
）
を
総
動
員
し
て
毎
戸
に
臨
宅
さ
せ

て
お
り
ま
す
が
不
在
と
か
転
居
、
居
所

不
明
そ
の他
の
理
由
に
よ
り
集
金
員
が

ま
わ
り
か
ね
る
柵
合
も
あり
ま
す
の
で

こ
う
し
た
場
合
に
は
水
道
課
の
窓
口
で

納
入
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

一二
 

ー
 

一
 
川
植
が

は
寺
と
い

っ
状
態
で
す
か
、
委
託
さ
れ
てい

”
 

す
。
 

た
わ
け
で
あ
り
言
す
．
 

水
道
事
業
の
本旨
は
葉
計
画
に
も
あ

こ
れ
は
従
来
の
官
公
庁
経理
方
式
で
は
 

a

豊
富
、
低
廉
な
用
水
の
供
給
を
図り
、
業
も
経
済
性
の
暑
を

判
断
す
る
た
め
 

り
公
衆
衛
比
す
」
生
活
環
塊
の改
善
に
寄
与
の
損
益
計
算
を
正
確
に
把
握
す
るこ
と
 

，

す
る
と
共
に
都
市
畿
に
対応
し
て
、
 が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
企
業
経
 

叫

施
設
の
整
備
拡
充
に
つと
め
、
用
水
供

営
の
良
否
は
単に
現
金
の収
支
の
み
で

便
方

言
0
,
,
I…
ー
 
『
ー
 
J」
H
,
'
I
iー
‘
ー
J
i‘
目
一
？一
‘ど

島
 給
の
万
全
を
期
し
、も
つ
て
公
共
の
幅
判
断
せ
ず
、
企
業
自
体
の
資
産
、資
本
 

准

祉
と
市
の
農
に
資
す
る
葉
目
的
と

お
よ
び
負
債
の
増
減
な
ら
び
に
異
動
を

罵

す
る
」
と
あ
り
、市
民
に
清
浄に
し
て

あ
き
ら
か
に
し
て
企
業
の
経
営
成
網
と
 

ー

賢
富
低
廉
な
用
水
の
供給
を
図
る
こ
と

そ
の
財
政
蓄

を
器

に
把
握
す
る
た
 

し
て
も
新
設
工
事
は
も
と
」合
リ改
良
工

P
×
ノか
に
よ
つて
今
後
の
企
業
活
動
の
 

事
そ
の
他
の
工
事
の
申
込
み
、
お
間
合
効
果
が
著
し
く
影
響
さ
れ
ま
す
の
で
水
 

せ
な
？』
ど
しど
し
ご
利
用
、
ご
遭
落
願
道
料
金
の
納
入方
に
つ
き
ま
し
て
は
持
 

い
た
い
と
思
い
ま
す
．

／
 

別
の
こ
協
カ
をお
願
い
致
し
ま
す
。
 

つ
ぎ
に
介画
経
営
の
も
と
と
な
る
収
入
参
考
ま
で
に
」
干
大
年
度
の
決
算
内
容
 

で
あ
り
ま
す
水道
料
金
に
つい
て
申
し
 
（
見込
）
で
みま
す
と
現
年
慶
分
は
九
 

部

を

適
用
 

従
米
の
参
議院
議
員
選
挙
に
お
け
る
投

票
率
は
大
体
木
O
％
前
俊
で
、衆
議
院

原
議
国
累
に
く
ら
べ
て

一
易
ほ
ど
ひ

く
い
の
が
例
で
あ
りま
す
。
 

ー
そ
の

原
因
の
ひと
つ
に
は
国
民の
参
議
 

“
 
院
に
た
い
す
る関
心
が
薄
い
こ
と
に
あ

つ
た
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
 

斤
我
が
国
の
国
会
は
衆
議
院
、
参
議
院
の
 

ー

両
院
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
、国
 

に
よ
つ
て
は
一院
制
を
と
つ
てい
る
国

軍

（
フイ
ン
ラ
ン
ド
、ギ
多

ヤ
な
ど
）
 

も
あ
り
、
二
院
制
を
と
つ
て
いる
国
（
 

イ
ギ
り
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど）
も
あ
る
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さ
せ
る
た
め
衆
議
院
と
異
な
つ
た構
成

方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
参
議
院
は
地
方
選
出
議
員
一
五

〇
人
と
全
国
区
選
出
議
員
一
〇
（
U人
の

計
二
五
〇
人
の
議
員
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

地
方
選
出
議
員
は
各
都
道
府
県
の
区域

を
選
挙
区
と
し
て
選
挙
さ
れ
、
任
期
は

六
年
で
す
が
」
犀
ご
と
に
半
数
ず
つ
が

改
選
さ
れ
ま
す
。
 

参
勝
院
に
は
解
散
制度
は
な
く
、
そ
の

通
常
選
挙は
定
期
的
に
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
こ
の
通
常
選
挙
は
昭
和
一
干
二
年
 

め
に
所
謂
発
生
主
義
に
基
ノ記
川
理
方
式
 

（復
式
簿
記
の
採
用
）
に
切
り
か
え
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
つ
て
水
道
課
と
し
ま
し
て
は
諸

般
の
事
務
m
備
を
終
了
し
て
四
月
一
日

か
ら
法
の
一
部
適用
を
実
施
し
て
お
り
 

注
α
 
一
 

ま
す
が
公
営
企
翼
で
あ
る
水道
事
業
を

更
に
能
率
的
に
増
進
を
さ
せ
る
た
め
に

改
良
工
事
の
遺急
実
施
、
新
設
工
事
の

具
体
的
実施
計
画
を
検
討
し
て
、
着
女

そ
の
血衛
を
と
と
の
い
つ
つ
あ
り
ま
す

の
で
利
用
者
の
み
な
さ
ん
方
に
お
き
ま
 
 

四
月
の
第
一
回
通
常
選
挙
か
ら
か
ぞ
い

て
第
六
回
目
にあ
た
り
ま
す
。
 

な
お
最
近
お
こ
な
わ
れた
主
な
選
挙
の

投
票
率
は
つぎ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

参
議
員
選
（
3
1毎
ノ
月
8
日
執
行
）
、
 

六
〇
・
九
」
男
、
市
長
選
（
3
3年
1
1月
 

8
日
執
行
）
、
八
七

・
六
二
％
、
県
議

選

（3
4年
4
月
2
3日執
行
）
、
八
四

・

一
O
％
、
知
事
選
（
3
5年
7
月
1
日
）
 

五
九
・
八
〇
％
、
衆
議
員
選
（3
5年
n
 

月
m一日
執
行
）
七五
・
五
七
％
 

あ
げ
て
需
要
者
の
ご
認
腰
か
得
て
協
力

を
願
い
ま
す
。
 

ご
承
知
の
と
お
り
」
エ
山
〕年
度
の
水
道

事
業
予
算
は
事
業
収
益
二
千五
百
万
円

を
見
込
ん
で
お
りま
す
。
 

こ
の
収
益
が
計
圃
通
り
収
入
さ
れ
る
か
 
 

要
素
が
多
分
に
あ
る
わけ
で
あ
り
ま
し

て
、
本
年
は
経
理
切
り
か
え
に
よ
る
新

発
足
の
年
で
も
あ
り
、
新
市
鱗

〈
計
画

の
初
年度
に
も
該
当
し
ま
す
の
で
、現

年
度
滞
納
繰
越
分
を
あ
わ
せ
九
O
％
以

上
の
大
〈星
で
成
敏
を高
め
る
べ
く
目

下
当
局
は
懸
命
な
そ
し
て
慎
重
な
計
画

を
た
て
こ
れ
に
精
進
レ
て
お
り
ま
す
。
 

モ
の
第
一
対
策
と
し
ま
し
て
水
道
料
金

は
柵楚
納
期
限
（
該
当す
る
月
は
そ
の

属
す
る月
末
）
が過
ぎ
て
未
納
の
場
合

は
」
干
日
以
内
に
指
定
督
促
状
（
期
限

は
十
日
間
、
手
数
料
二
十
円
加
算
）
を

発
行
レ
、そ
れ
で
も
な
お
納
入
され
な

い
時
は催
告
状
を
発
し
予
告
通
知
に
基

づ
い
て
不
本
意
な
が
ら
給
水
停
止
又
は

滞
納
処
分
を
迫
確
公
平
に
断
固
実
施
す

る
基
本
方
針
で
あ
り
ま
す（
勿論
こ
れ

は
最
悪
の
場
合
で指
定
納
期
限
内
に
納

入
で
き
な
い
事
由
に
つ
い
て
は
事前
に
 
 

り
本
格
的
な
農

乙
丁
ど
も
は
予
定
し
て
い
る
よ
り
上
回
『
 

児
節
 策

と
し
て
二
、
 の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
．
 

』
い
 
ワ
、
 

三
年
前
か
ら
婦

5
月
坊
日
か
ら
6
月
3
日
ま
で

且
ハ

・h
m
一
 
人会
等
の
協
力

水
野
で

（
水
野も
巣
a
折
）
、
金
七
へ
 

W終
 
も
馴
 

を
得
て
季
節
保

金
山
集
会
所
）
 

・

い
二
 
？
，
 
青
所
を
設
置
し

5
月
1
7日
か
ら
5
月
n
ョ
ま
で

里
力
 
ノ
「
ー
 て
お
り
ま
す
が

省

（
小山
果
会
折
一
、
旧
一
へ
陣男

一
 
一
 
今
年
も

す
で
に

廓
）
 

一ー
 
一
 

A生
）
十五
日
、
 5
月
2
0日
か
ら
6
月
8
ョ
ま
で

水
野
尾
、
金
山
地
区
虚
切

り
に
小
曲

梅
川

（梅
田
集
会
所
）
、
中
果
（
貴

川
山
な
ど
市
内
十
ー
カ
所
で
嬰
し

ま

琴

所
）
、
長
富
（
長
冨
集
会
所
）
沖

し
た
。
 

飯
姑

（八
暫

）
飯
詰
（
公民
舘
）
飯
川
 

し
か
レ
ど
こ
の
保
育
所
も
保
母
の
手
が
・
詰
へ
下甘
庵
号
1
1)
 

\
 

た
り
な
い
の
く

子
ど
も
た
ち
が
な
れ
一6
月
2
4日
か
ら
6
月
口
日
ま
で
 

、
 

な
い
た
め
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
ハ
ー野
且

へ
憂
喬芝
野
ン
 

「
 

六
月
塵
芥
処
 

川
町
4
2
6日
、

敷
島
町
5
6幼
2
62
7路
一
 

日
、
旭
町
7
8
2
72
82
9幼
日
、
大
●
【
 

2
9ロ
、
寺
町
9
1
03
0日
、
岩
木
町
1
0n
一

理
 
日
 
程
  
日
、

川
端
町
1
1n日
、

本
町
1
01
11
2日

”
 

難
難
難
繊麟
 

が
、
二
院
制
をと
る
理
由
は
第
一
院
が

完
全
に
国民
を
代
表
して
い
な
い
場
合

が
あ
り
、国
民
の
意
見
をで
き
。
だ
け

国
会
に
反
映
さ
せ
、
第
一
院
に
お
け
る

行
き
す
ぎ
を
抑
制
し
、議
事
を
慎重
か

つ
合
理
的
に
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
ま
す

ま
た
解
散
な
ど
で
第
一
院
が
活
動で
き

な
く
な
つ
た
場
合
に
は
第
二
院
が
そ
れ

を
補
完
す
る
必
要
も
あ
り
、
こ
れ
が
参

議
院
の
存
在
の
意
義
で
あ
り
ま
す
。
 

参
議
院
は
衆
議
院
と
同
じよ
う
に
「
全

国
民
を
代
裂
す
る
選
挙
さ
れ
た
議員
で

組
識
さ
れ
る
が
二
院
制
の
意
義
を
発
揮
 

棄
権
は
絶
対
ゃ

め
よ

う
 

政
治
は
国

民
全
部
の
も
の
 

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が今
年
七
月
一
ロ
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

今
回
の
選
挙
は
さる
昭
和
三
十
一
年
七
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
四
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
選
山
さ
れ
た

議
員
D
任
期
が
七
月
七
日
に
満
了
す
る
の
で
、そ
の
改
選
の
た
め
の
通
常
選
挙
で
、
大
月
七
日
公
示
、七
月

一
日
（
午
前
七
時
か
ら
午
後
大
時
ま
で
）
投
票
日
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

有
権
者
の
み
な
さ
ん
の艮
識
と
自
覚
に
よ
つ
て鵬
理
や
緑
故
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
ひ
と
り
も
棄
権
者
の
な
い
明

朗
清
潔
な
選
挙
をお
こ
な
い
ま
しよ
う
。
 

て
不
在
投
票
を
し
てく
だ
さ
い
．
 

こ
の
場
合
官
公
庁
、
4軒
一な
ど
に
動
務

し
て
い
る
人
は
所
属
長
の
証
明
●を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
．
 

な
お
つ
ぎ
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
方

は
そ
の
病
院
で
不
在
投
票
が
で
き
ま
す

市
立
西
北
中
央病
院
、
同
敷
島
分
院
、
 

増
田
病
院
。
 

補
充
選
挙
人

名
簿
の

確
定
日
は
6
月
2
8日
 

参
議
選
の
補
充選
挙
人
名
簿
申
請
期
間
 

補
充
選
挙
人
名
簿
縦
覧お
よ
び
異
議
申
 

立
期
間
、
選
挙
人
名
簿
確
定
日
な
戸
派一
 

つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
しま
し
た
。
 

①
補
充
選挙
人
名
簿申
請
期
間
 

十
一
百
か
ら
十
八
日
ま
で
 

①
補
充
選
挙
人
名
簿
縦
覧
お
よ
び
異
議
 

申
立
期
間
 

二
十
五
日
か
ら
ニ
士
ハ
日ま
で
 

③
補
充
選
挙
人
名
簿
確
定
日
二
十
八
日
 

選
革
の
当日
（
 

、
旦

勿
《
チ
よ

2
 

録
申
請
期
間
中
に
巾
請
し
て
く
だ
さ
い
 

難
器
難
難
の
無
購
濡難
 

め
ぢ
い

て
も
畑
確

1
2日
ご
ろ
各
穿
庭に
配
布
さ
れ

ま
で
高
等
学校
で
投
票
しP
s
だ
人
は

投
票
所
に
行
っ
も
し
1
5日
ご
ろ
にな
つ
て
も
入
場
券
の
ま
ち
が
い
の
な
い吉
に
し

て
下
さ
い
 

八
岬
、
人

枯
に
し
‘
ら
わ
れ
ず
、

・
」金
や

物
の
誘

惑
 

に
ま
ど

わ
さ

1
1な
い
で
、

自
分
め
自
山
な
意

志

で
 

選
び
ま

し
上

う
。
 

森
 
し
】
 
正
 
昭
【
 

伊
藤
柾
四
郎
市
議
 

市
議
会
議員
建
設
常
任
委
員
、
伊
 

藤
柾
四
郎
氏
は
五月
十
三
日
午
後

十
一
時
十
五
分
、脳
溢
血
の
た
め
 

自
宅
で
死
去
し
ま
し
た
。
 

（
享
年五
十
一
才
）
 

報
 

広
 

市
 

参議院 
議員選挙 
投票日は 7月1日 

D

慧
灘
鍵
灘
嚢
麗
灘
鷲
麟
 
銭
離
一
 

ん

（
水
道
利用
者
）
に
そ
の概
要
を
脱
財
務
規
定
（
独
立
採
算
を
主と
し
て
企
 

？敏
緯
装
鍾
」）
繊
醸
範
競
競
 
新
発

足
し

た
水
道

事
業
 

「
‘
・
・
一
 
繁
期
が
や
つ
て

る
ほ
ど
で
、
と
こ
も
忙
しさ
に
て
ん
で
「
 

I
 
ョ

ノ
 
き
ま
し
た
．
 
こ
舞
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
りま
す
。
叫
 

姉
競
羅
難
難
難
一
 

由
m
)．え
・
レ
 児
の
水
死
事
故
一
】人
が
従
亭
し
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
 

ー

一

J
?
J
J
 
生
し
ま
す
．
 
七
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。
 

」い
N
 玉
‘
1
 
市
で
も
こ
の
対
な
お
市
ん
一D
果
膏
祈
用
艮
喝
折
よ
つ
ぎ
 

ゆ
で
 交

通
事
故
が
発

も
市
内
の
保
育
所
の
う
ち
で
一
番
多
い
 

I

、
‘・・

 ‘
与
誉プ
 
「
 

】
 【
【
．
．
 ”
●
●
 
・
 

この一票政治と家庭にかける橋 



市
教
育
か
員
会
で
先
生
な
ど
の
嘗
う
こ
と
を
聞
い
て
、
よ

は
学
童
を
か
一通
事

く
注
意
して
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さp
 

故
か
ら
守
る
た
め
し
た
あ
と
、
市
長
、
警
察
署
長
、
交
通

に
市
内
全
小
学校
安
全
協
会
長
な
ど
か
ら一
人
づ
つ
帽
子

の
一
年
生
を
対
線

を
か
ぷ
せ
て
ち
ら八
・
主徒
連
は
大
喜
び
 「

黄色
い
帽
子
あ
りが
と
っ
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
逮
も
怪
我
を
し
な
い
よ
う
注

意
し
て
、
毎
日
元
気
に
学
桜
に
通
いま

す
」
と
お
礼
の
U
と
ぱ
が
あ
つ
て
贈
呈

式
を
お
わ
り
ま
し
た
。
 

？
働
綾
 
，
囲
響
欝
電
『
 

隊
 
H
巧
 

掛
 
明
間
斑
拠
 
班
 

一一
面
 
永
仁
 
ー
 
」
 
期
場
 

扮
 

一一
 
加
 
羽
フ
 
目
 巾
 ・
、
 

電
 

「
 
北
 
立
日
 曲
 
「「
 W
 

緋
 

）
鰍
篇
か
一
 

一（
綱
一
轟
五
五一
 

」
精
声
ンチ
ー
 

一
一
 
尉
 
打
”
 

旨
！

一
》
 

・・‘
 
零
 

時
時
 市
一
 

一
一
 
五
 
β
工
 

三
 
日
 
御御
 
源
「
 

”
 
来
 」
＆、
 
揮
 
川
 2
4、
午
午
 利
一！
 

五
 
β
工
 
三
 

日
 
御御
 
源
 

昧
 
」
義（
 
揮
 馴
 
卿か
昨
件
 加
 

一
一
剰
 凸
輿
 

井
 
6
時
軌
融
 
「」
 

閑

演
 
井
 

6

時
灘
い
 

」
 
自
 自
 

ァ
士
コ
軍
そ
 
催
 

《
一
 
ー
 

主
 

直
診
診
療
施
設
熟伽
等
の
亭
務
．お
こ

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

保
険
係
は
被
保
険
者
台帳
の
整
理
、
被

保
者
証
（
受
診証
）
の
交
付
、療
舞
給

⑧
 

付
、
療
貴
費
、
助
買
、

葬
祭
費
等
の

支
払
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収等
の

事
務
お
よ
び被
保
険
者
（
市
民
）
の生
 

r活
の
実
態
に
即
した
衛
生思
想
の
普
及

疾
病
予
防
お
よ
び
その
早
期
発
見
の
た
 

市
民
の
健
め
の
保
健
導
を
保
健
婦
が
お
こ
な
つ

康
の
保
持

て
お
り
ま
す
o
 

増
進
に
っ
給
付
係
は
僚
猫
給
付
、
療
養
費
払
等
の

と
め
て
い

審
査
、
給
蔓
等
の
甲
請
お
よ
b
閣
係

る
の
が
、
 謝
類
の
整
備
、
給
付
費
台
帳
の
整
備
な

市
役
所
玄
ど
の
事
移
を
お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
・

関
を
入
つ
 な
お
被
保
険
者
が
出
産
した
と
き
は
助

て
右
側
の

産
費
、
被
保
険
者
が
死
亡
した
と
き
は

通
路
憲

そ
の
郵
祭
を
お
こ
な
う
入に
、
葬
賛

電
ほ

ど

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
事

に
あ
る
国

の
で
、
そ
れ
を
証
明
菖
書
類
を
添
え

民
健
康
保
険
課
で
あり
ま
す
α

．
 

て
請
求
して
く
だ
さ
い
o
 

庶
務
係
は
国
民
健
康
保険
事
業
の
庶
務
 

国
保
巡
営
協
議
会
な
ら
び
に
国
保
事
業
 

累警簾の巻 

て
い
た
人
に
対
し
て
関
係
機
関
に
述絡
一
生活
保
護
を
再
開
す
る
こと
に
な
つ
た

し
、
実
情
を
調
査
して
も
ら
つ
た
結
果
一③
国
道
の
舗装
工
事
で
側
溝
工
半
を
途
 

市
教
育
委
員
会
で
は
運
営
審
議
委員
な

b
農
業
代
表
 

ら
ひ
に
社
会
教
育
委
員
の委
嘱
と
組
繊
一
小笠
原
柾
一
（畜
産
関
係
）
、
毛
内
務
 

会
を
こ
の
ぼ
ど
お
こ
ない
、
運
営
審
議
 
（展
事
研
究
団
体
運
絡
協議
会
長
）
 

『
巨
 
学

署
長
ら
関
係
者
が
 

d
 

出
席
し
て五
所川
 

一
 

原
小
学
校
、南
小
 

一
 
学
校

で
そ
れ
ぞれ
 

贈
星
式
を
お
こ
な

い
、
山
内
市
長
が
「
私た
ち
は
み
な
さ

ん
が
交
通
事
故
で怪
我
し
な
い
か
と
一

番
心
配
して
お
り
ま
す
．
 

そ
こ
で
教
育
委員
会
や
交通
安
全
協
会

警
察
署
長
さ
ん
連
と
い
ろい
ろ
相
談
し

た
結
果
，
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

黄
色
の
帽
子
を
あ
げ
る
こと
に
な
つた

の
で
す
。
 

黄
色
の
帽
子
を
か
ぷ
つ
ても
よ
モ
見
を

す
れ
ば
自
動
車
な
どに
繰
か
れる
の
で

縁
の
お
ばさ
ん
や
、
お
ま
わ
りさ
ん
、
 

一

ー
 

会

冒

員

到

委

安

育
に
 

ロ
鄭
訟
麟
ロ
 

童
」
」が
」
」
 

に
一
〇
七
六
個
の

安
全
帽
（
黄色
）
 

を
贈
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
贈
星
式
 

増
田
桓
一
（
文
化振
興
会
議会
長
）
福

自
衛
隊
東
北
万
面
隊
音楽
隊
で
は
自
衛

半
誠
奏
会
を
お
こ
ない
ま
す
。
 

こ
と
し
の
児
童
福祉
避
間
を記
念
し
て
 
士行
男
（
考古
学
役
員
、
報
導
）
 

隊
青
森
地万
連
絡
部
、五
所
川
原
市
と
曲

目
は
ア
メ
リ
カ
ンパ
ト
ロ
ー
ル
、双
 

五
所
川
原
ロ
1
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
（会
長
（
）
体
青
代
表
 

共
催
で
六
月
一干
四
日
、
演
奏
会
を
開

頭
わ
し
の
下
に
『
土
官
候
補
生
、
コ

ー
 

増
田
桓
一
氏
）
で
は
柳
町
児童
公
園
に
三
上
昭
二
（
体
育
協会
理
事
長）
 

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
した
、
 

ヒ
ー
ル
ン
パ
、
軍
監
マ
ー
千
な
ど
誠
奏
 

か
え
で
の
苗
木
を寄
贈
、
こ
の
ほ
P植
〇
商

工
代
表
 

一
行
は
井
野
川
三
尉
外
」
干
名
で
午
後

す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

樹
祭
を
お
こ
な
いま
し
た
。
 

成
田
弘
三
（
商
工
会
議
所
副
A頭
）
嵯
一

時
か
ら
五
中
校
で
、
ま
た
午
俊
七
時
 

峨
幸
三
郎
（
商
工
会
議
所
専務
）
 
】
か
ら
五
高
校
講
堂
で
それ
ぞ
れ
一
時
間
 

行
政
苦
情
相
談
員
を
設
置
 

ど
し
ど
し
ご
利
用
下
さ
い
 

〇
青
年
代
表
 

寺
田
勇
（
市
青
陥会
長
）
、
渋
谷
久
和
 

（
市骨
協
顧
間
）
 

〇
婦
人
団
体
 

佐
藤
貞
（
市
婦連
会
長
）
、
松
野
ツ
ル
 

（
市
婦迎
副
会
長
）
 

O
学
識
経
験
者
 

阿
部
芳
五
郎
、
尾
崎
正
雄
 

D
 

報
 

広
 

市
 

原
 

所
 

五
 

中
小
企
業
特
別
小
ロ
 

月
 
万
 

に
，一
 

日
  

運
転
資
金
融
資
制
度
 

年
 
市
で
は
最
近
の
金
難
に
対
処
し
、
市
  

3
1
 
内
中
小
企
業
者
の
金
融
難を
緩
和
し
て

用
 
企
業
の
健
全発
展
を
は
かる
た
め
「五
 

‘
 
所
川
原
市
中
小企
業
特別
小
口
迎
転
資
 

金
制
度
」
を
四
月
十八
日
か
ら実
施
し
 

鋤

「
』醜
夢
用
保
証
協
会
の

保
証
料
 

器
」響
『
鍵
縄蘇
？
 

町
却
評
を

え
て
お
りま
す
‘
 

●

篤

融
資
要
綱
は
つ
ぎ
のと
お
り
て
あ
り
ま
 

ー
 

す
・
 

O
 
目
 
的
 

．
 一
 
！
 
.
 ．
 ●
 
】
 
●
 
．
 

！
 
●
 
．
 
．
 

●
 
●
 
●
 
．
 

●
 
！
 
《
 
．
 

●
 
●
 
一
 
．
 

学
童
の
登
下
校
時
に
交
涌
整
理
に

あ
た
る
『
み
ど
り
の
お
ぱ
さ
ん』
 

が
春
の
交通
安
全
連
動
の
は
じま

』
 

つ
た
十
一
日
か
ら
市内
に
お
め
み
」
 

え
し
ま
し
た
。
 

一

こ
の
お
ば
さ
ん
は
市
内
栄
町
の佐
 
“
 

脇
キ
ミ
（
2
9
）
さ
ん
と
柳
町
の
木

m
 行
政
監
祭
周
で
は
行政
に
対
す
る
国
民
 

“．ノ
 

村
チ
セ
（
〉
 
の
苫情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を聞
き
，
 

．
“
門
．,
 

3
2〕さ
ん
り
 
円
満
に
解
決
し
、行
政
の
民
主
化を
は
 

，、
 
ー
一
1
の
！一
人で
 
”
 か
る
日
句
で
へ
？
四
月
に
各
市
に
け
政

ふ
逮
 
！
 
H
】
ワ
。佐
藤
さ
ん
一
 
苦情
相
談
協
刀
委
国
を
設
臓
しま
し
た

響
，
、
 

之
》J」
は
田
町
菊
【
 
が
当
m
で
も
市
内
大
町
、
浜
舘
八
郎
氏

よ
“

I
 
マ
4占
地
目
転
軍

「
 
が
行
政
琶
理
け
長
官
か
ら
委
嘱
発
令さ
 

、
に

J
 
l司
店
前
の

校

”
 
れ
ま
し
た
。
 

』
【

1
 
い
J
「
一否
人
口
附
り
 
市
民
の
み
な
さ
んで
行
政
に
対
す
る苫

亜
ゴ
」
 
山
畦
円
近
、

ま
た

」
 
情
や
意
見
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
 

,
h
 ・
 
ン

r
木
村
さ
ん
」
 
凪
な
く
気怪
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

【
 
．
 

h

は
五
小
に
“
 
行
政
監
察
局で
は
委員
か
ら
の
中
し出
 

,
，
 

●
甘
】
通
ず
る
平

m
 事
項
に
つ
い
て
報告
を
受
け
る
と
さ
つ
 

《
 
L

、
v『ズ
井
町
の

十

”
 
そ
く
こ
れ
を関
係
の
行
政
機関
に
あ
つ

ノ
 
」
《

、
宇
路
に
た

り
 
せ
ん
し
て
解
決
を
は
か
り
、そ
の
結
果
 

●

、

■
 
ー
ィ
ー
ち
、
学
童

”
 
を
委
員
を
通
じて
申
出
人
に
回
答
す
る
 

【
《
、
 
八
 
を
輪
禍
か
”
 
こと
に
な
つて
いま
す
。な
お
現
在
ま
 

●

鵬
ー
 
ー
・
・
」
ら

守
る
こ
 【
 
で
苫
情
相
談
が
あ
り
ま
し
た
う
ち
で円
 

.
 
C
」
辱

と
に
な
つ
“
 
満
に
解
決
さ
れ
た
事
例
の
一部
を
ご
参
 

月
 

て
お
り
、
 “
 
考
ま
で
に
記
職
して
み
ま
す
。
 

・
”
一
 

こ
の
二
人

山
 
①
郵

o人
か
ら
宅
地
を
買
い
登
記ま
で
 

．
く
 
の

お
ば
さ

『
 
し
た
と
こ
ろ
、そ
こ
が
国
有
地で
あ
る

ん
は
緑
の
制
服
と
川
ナ
に
震

と

）
 
こ
と
が
謝
し
た
の
で
国
有
地
払
下
げ

警
笛
を
も
ち
、
さ
る
十

H
県
警
察

m
 を
交
渉
した
が
は
かど
ら
ず
困
っ
で
い

本
部
で
婦
人
交
通
指
導
員
と
し
て

m
 た
の
を
徴
機

関
に
連
絡
し
事

あ
る
 

J
占
U
4，
首
弓
k
え
t
に
k
多

？
 
人
との
売
買
契
耗
を
鯛
慌さ
せ
融
ぬ
一

通
の
も
つ
と
も
激
し
い
場
所
で
な
り
 
国
有
地
払
下
げ
願
を提
出
さ
せ
て
払
下

れ
た
手
つき
で
街
頭
に
た
ち
子
供
 

げ
を
受
け
さ
せ円
満
解
決
し
た
・
①
出

沈
ち
喝
誘
導
、感
謝
さ
れ
て
お
り
 

稼
の
子
ど
も
か皇

金
が
あ
ると
云
う
 

に
お
い
て
負担
す
る
。
 

O
 申
 
込
 
手
 
続
 

⑧
保
証
人
は
本
融
資
に
対
す
る
相
保
証
本
資
金
の
貸
付
を
っけ
よ
う
と
す
る
も
 

は
認
め
な
い
も
の
と
す
る
。
 

の
は
つ
ぎ
の
桝
類
を添
え
て
、市
、
商
 

件
円
 
足
円
名
 
円
行
 
円
工
会
欝
、

取
扱
駿
欝

お
よ
び
信
 

R方
 
不
力
該
 
万
銀
 
万
用
保
証
協
会へ
提
出
す
る
も
のと
す
る
 

助5
0鱗
吠
編
夢
ゆ
 の
甲込
書
 
一
通
 

郁
 
訳
郵
琳
謝
如
琳
如
柳
琳
 
②
借
入
金
の
便
途
朋細
書
 
一
通
 

貸
 
内
営
 
保
し
 弘
へ
 

⑧
納
税
（
市
税）
証
明
書
 
一
通
 

 

件数●9f 門71i 末舞F 

 

金額 1024万円 792万円 I 50万円 

 

1

国
民
年
金
保
険
料
の
 

一ー
 
免
除
申
請
に
つ
い
て
 

昭
和
三
十
七
年度
国
民
年
金
保険
料
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
事
由
に
よ
り
納

付
の
困
難
な
方
は
国民
年
金
手
帳
と
印
鑑
を持
参
し
て
市
役
所
へ
お
い

で
に
な
つ
て免
除
申
請
の
手続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。期
日
は
七
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
 （期
間
を
す
ぎ
た
勘
合
は
四月
分
か
ら
の
免
除
が
認

め
ら
れ
な
く
な
つ
ま
す
。
）
 

一
・
昭
和」
干
六
年
度
に
お
け
る
所
得
が
少
な
い
、
 （
鳳準
、
五
人

家
族
で
約
十
五
万
円
程度
）
 

二
・
長
期の
療
養
者
が
あ
つ
て
特
別
の
出
費
を
嬰
し
た
。
 

三
・
災
害
モの
他
特
別
の
事情
が
あ
る場
合
。
 

注
意

i
：
昭
和
一
一干
六
年
に
お
い
て
免
除
の承
認
を
受
け
た万
で
も
昭
 

和
」
Hエ
u年
度
は
更
に
申
請
の
手
統
き
を
し
な
い
と
認
め
ら
れま
せ
ん
 

聡

か
認
り
づ
き
納
め
ら
れ
な
い
方
は
忘
れ
ず
に
申
請手
続
き
を
し
 

巾
で
巾
止
し
た
た
め降
雨
の際
は
そ
の

附
血
住
民が
被
害
を
受
け
困
つ
てい
た

の
を
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
災
害
防
止

工
可
を
施
ユ
す
る
よ
う
に
し
た
。
 

④
住
宅
の玄
関
先
に
雌
話
用
電
柱
が
た

て
ら
れ
出
入
り
に不
便
を
うけ
て
困
つ
 

て
い
た
人
に
対
して
関
偏
機
関
に
運
絡

し
早
速
移
転
工小
を
し
て
も
ら
つた
。
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会
長
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員
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議

長
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成
田
弘」
民
、
副
議
長
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寺
田
勇

氏
を
選
任
し
ま
し
た
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られ
困
つ
 

五
所
川
原
市
巾
小
企
拠
者
の金
融
難
を
 

o
 融
 
資
 
条
 
件
 
雌
 

輪
し
、

そ
の
育
成
振興
を
は
かる
た
信
用
保
証
協
女
が
資
金
保
証
を
す
る
場
相
 

め
長
期
小
口
縄
臓
資
金
融
資
の
途
を
講
合
の
あ
つ
せん
融
責
条
件は
つ
ぎ
D
と
引
 

ず
る
も
の
と
す
る
。
 

お
り
《
寸
る
。
 

1
 α
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融
 
資
 
の
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象
 

m
指
定
金
融
機
関
の
貸
出
金
利
は
日
歩
 

こ
の
要
綱
に
よ
る
融
資
の
対
象
者
は
っ
 
三
銭
以
内
と
寸
る
・
、
一
 

ぎ
の
と
お
り
と
ず
る
。
 

図
資
金
の
便
途
は
事
業
上
ひ
つ
よ
っ
と
 

m
本
市
に
ー
カ
年
以上
居
生
す
るこ
と
 
す
る
運
転
資
金
と
す
る
。
 

②
中
小
企
業
樹
用
保
険
法
（
昭和
一
一
十
⑧
保
証
融
資
金
額
は
一
名
に
つ
き
金
一
一
 

五
年
法
律
第
一
一六
四
号
、
以
下
「保
 
拾
万
円
以
内
と
す
る
。
 

険
怯
」
と
い
う
）
に
定
める
半
業
で
 囲
融
資
期問
は
二
十
四
カ
月
以
内
と
し
 
動
 

一
力年
以
上
同
一事
業
の
経
験
を
有
 

剛
賦
弁
済
と
ず
る
。
 

拐
 

す
る
こ
と
。
 

⑤
信
川
保
証
料
は
日
歩
六
厘
と
し
、
市
 

ケ
 

ま
す
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